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は じ め に

本研究で取りあげる「武家故実」は， 武力で

政権を掌援した武家社会が， 公家文化における

有職等を手引きとして独自に発展完成させてい

った生活諸般にわたるしきたりの総称である。

鎌倉時代金体を通じて， 鶴岡八幡宮の大小の

祭礼に行なわれる弓馬の競技以外は， すべて公

家社会を模倣した行事がとり行なわれていたと

いってよい。 鎌倉幕府当初は， 公家社会を徹底

して排除していたのであるが， 三代将軍実載の

時代になると， 東国武士として戦うことを最重

視する文化様式しか持ちえなかった彼等は， 永

L、歴史をほこる雅びな公家文化への憧僚を深め

ていった。 年中行事等を採用するなど， 広く公

家の生活文化を模倣し， また諸君交に伝わる故実

を再編整理するようになる。 京下りの公家達

が， それらの作業に携ったようである。

室町時代には， 足利氏が政権の基盤を京都に

置き， 身分や地位の序列をはっきりと秩序づけ

た。 そこで， 将軍や武家衆は， 彼等の地位に応

じた日常茶飯の礼儀作法を学ぶ必要にせまられ

るようになり， 伊勢氏などが中心となって， 衣

食住等に関する故実が体系づけられた。

本研究では， I武家故実」のなかに警かれて

し、るものの中で， 特に衣服に関して取り扱う。

鎌倉時代に入ると， それまでの格式ばった公
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家社会の装束から， 彼等の日常服である狩衣や

直震を正装とする武家服飾が台頭する。 衣服

は， その社会を支配する階級の社会的性格を反

映するものであり， 武力の優劣によって存亡が

決っせられる武士階級は， すでに公家とは一線

を画した独自の衣服文化を形成し， そのまま保

持する傾向が強かったと思われる。「武家故実」

の中に， 公家文化が多く取り入れられているに

もかかわらず， 衣服に限って見れば， 公家装束

をそのまま無批判に採用するとし、う傾向は弱か

ったようである。 このように公家社会に対する

反目と憧4撮がないまぜとなった武家たちの矛盾

した額向は， 衣服を含む武家文化全般における

公家文化の影響の不均等をうみ出す結果につな

がった。

彼等独自の衣服文化に， 公家の衣服文化をど

のように摂取しようとしたのか， または， どの

程度の一線を画そうとしたのか， さらには， 公

家達がどの程度積極的に武家社会にとけ込もう

としていたのか， などをあきらかにすることに

よって， 武家服装の全体像が一層明確なものと

なりうる訳である。

本研究は， 以上の観点から， I武家故実」を

手がかりとして， 室町時代を中心とした武家の

服装を明らかにしようとするものである。

1. 室町時代に先行する武家社会の様相

鎌倉幕府初代将軍頼朝は， 幕府を鎌倉に移



し， 武勇と質実剛健の精神を尊び， すべての行

事や調度などの質素倹約を重んじた。 この事実

を証明するのに最適な事件が， 元潜元年( 1184)

十 4月廿-B1)におこった。 筑後守俊兼が， 豪

華な色1=1重ねされた小袖を着用してあらわれた

のを頼朝が見て， その小袖の妻を切って倹約を

諭したという事件は， 有名な話である。 頼朝

は， 平氏一族が公家文化の華美におぼれ， 自ら

の武力権力たる本質を見失い没落していった事

情を熟知していた。 従って京の影響が及ぶ事を

極度にきらった。 弟義経を追放したのも， 義経

が京との関係をもち， 位を与えられたからであ

ると言われる。 一度伎を与えられた考が出る

と， 東国武士達の中に， 立身出世を願L、公家社

会に吸収される者が多く現れる危険は明らかで

ある。 平氏没落の反省に立つ頼朝は， 服装にお

いても雅びな公家服装をつとめて排除し， 武家

独自の質素な衣服文化を保持しようとした。

しかし， 三代将軍実朝の時代になると， 卒く

も公家・武家聞の婚姻が始まり， 又， w貞永式

自�2)では， 公 -武の婚姻に関する規定がもう

けられた。 また， 実朝は， 公家文化への憧れが

非常に強く， 詩歌や蹴鞠に興じるべく， 京から

その道に通じた公達を呼びょせるなどした。 そ

の影響などにより， 多くの下臣達が公家化の傾

向を強めて行った。 その後， 政治上も公家を征

夷大将軍に迎えるなど， 武力では一旦優位に立

った幕府も， 公家に敵対する政策よりは， 相互

の利害を調整する政策に利益を見出すようにな

る。 基本的には， この公家・武家両階級の妥協

にもとづく利害の一致こそが， 二条河原の落首

に， I京鎌倉こきまぜてjとうたわれたように，

両文化の混鴻をもたらす背景であった。

実朝の殺害以降， 独裁的地位を得た執権北条

氏は， 承久の乱ののち京方に味方した者の所領

をとり上げ御家人に与えるなどし武家政権の

優位を確立せしめた。 その後， 朝廷の監視をつ

よめ， 土地制度や合議制度を確立し法的整備

をすすめるなど北条氏を頂点とする武家政権は

興隆をきわめた。 この勢いは， 文永・弘安の役

まて、つづくが， この両役の後も， 人々はそれま
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での北条執権政治の不動の勢いを信じつづけて

いる。『太平記�3)巻ーに，

また永仁元年より， 鎮西に一人の探題を下

し， 九州、|の成敗を弓らしめ， 異賊襲来の守り

を固うす。 されば一天下あまねくかの下知に

従はずという所もなく， 四海の外もひとしく

その権勢に服せずといふ者は無かりけり。 中

略。 この故に， 朝廷は年々に衰へ， 武家は日

々盛んなり。

とある。 確かに， 朝廷の衰えは覆うべくもな

く， 没落公家が公家文化を武家連に切り売りし

ながら生きのびようとする現象があらわれる。

一方， 盛んなる武家も， その主人公が交替する

時代へと向っていた。 この両役で， 幕府はなん

ら具体的戦果も得られず， 勲功賞として土地を

充分与えることすらできず， 御家人の経済的窮

迫は激しくなり， 幕府崩壊一建武中興への途が

ひらかれていったのである。

延喜・天暦の治を目標とし， 天皇親政・公家

一統の政治の確立をめざす建武の新政は， 後醍

醐天皇を取りまく公家連が利益を独占し， 新政

に貢献した武士や悪党 (新興勢力 ) の不満が強

まった。 そもそも幕府打倒の力は， 公家・武士

・悪党などの連合勢力であり， 次に来る政権

は， 公武二重の矛盾を余儀なくされていたが，

後醍醐天皇は， これを朝廷政権のもとにまとめ

ようとした。 この矛盾を背景に， 諸国の武士の

蜂起を{足して新政に叛旗を翻した足利尊氏が，

再び武家政治の途をひらくことになる。

2. r武家故実」にみられる服制

室町時代に入ると， 武家社会は一層定着の度

を深め， それにならうかのごとく， 公家みずか

らによる武家化の傾向が， 強まってし、く。『太

平記�4)巻二十ーに，

きれば納言， 宰相なんど， 路次に行き会ひた

るを見ても， 声を学び指をさして， 軽慢しけ

るあひだ， 公家の人々， いつしか雷ひも習は

ぬ坂東声をつかひ， 着もなれぬ折烏暢子に額

を顕して， 武家の人に紛れんとしけれども，



立ち振舞へる体， さすがになまめいて， 額っ

きの跡以つての外にさがりたれば， 公家にも

付かず， 武家にも似ず， ただ都都に歩みを失

ひし人の如し。

と皮肉られており， 公家の武家化の様子がうか

がわれる。 また， この時期， 多くの公家は経済

的にも困窮をきわめ， 路頭に迷う者も多く出現

した。『親長卿記j]5l長享元年 (148 7) 十一月九

日， 和歌月次御禽に，

九日靖。 自旅}吉時宿所， 参内臨衣， 和歌月次

笹11舎也， 一昨日御禽延引， 参仕人々， 近

衛前関自滅衣， 前左府衣冠， 左大臣蒋私自!13賢
よIlpjl之i
々'1<之間

夏1ft冬惚1 為内
即仰f ド時

とされ， 夏に冬の衣裳を用いたり， 冬には夏の

衣裳を用いたり， 衣裳にもことかく菌窮ぶりが

うかがわれる。 公家のこの困窮が武家化を促し

たのであろう。

一方， 足利氏内部の争いなどを契機に， 守護

大名の地方分権ができあがり， 権力掌握， 定着

化に伴い彼らはその特質たる質実簡素を忘れ，

豪華子華美に流れる傾向が強まっていった。 その

代表的な例として， 南北朝の動乱期に異彩を放

った守護大名佐々木道誉をあげることができ

る。 道誉は， 臼頃から派手な生活を行い， その

立居振舞を豪華子に仕立てていた。 東山の小鷹狩

りの帰路， 家来に妙法院の紅葉を折らせて興じ

ていたおり， 坊官から， r御所中の紅葉を折る

のはだれだ。Jと詰問されるや， rカタハライタ

シ」と瑚笑し， さらに大きな枝を折らせる始末

であった。 山法師達に力づくで追いたてられた

報復として， 妙法院に焼打ちをかけ， その結

果， 妙法院の訴えにより流刑に処せられること

になる6l。

これを単に， 性来の粗暴さによるエピソード

と考えるわけには し、かない。 彼の行状や装束

は， 過度な演技i生や装飾性に満ちており， その

過剰性の徹底追求の姿勢は， r婆佐羅」を連想

させる。 道誉の場合， その放逸が極度な強さを

示したので、あるが， 他の多くの武士達にもみら

れると考えるべきである。

足利尊氏が定めた『建武式白j]7lに
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可被行倹約事。

近日一号ニ婆佐羅ー。 専好ニ過差一。 綾羅綿

繍。 精好銀剣。 風流服飾。 無レ不レ驚レ

EI。 頗可レ謂コ物狂ー歎。

とされ， 婆佐擢と称して， 豪華絢i周たる衣服を

着用していたことがうかがえる。 衣服において

も， 従来の規定を打ち破り， 斬新さを獲得しよ

うとするこの時代の武家精神の強い表れと思わ

れる。 その精神は， 室町中期以降に書かれた

「武家故実Jの中にも受け継がれている。『宗五

大紳紙j]8lに

ほっけんつむぎの小袖。 紋の付たるは苦

しからず。 紋の付候はぬは。 殿中又きと

したる時は。 俗人はしかるべからず。 下

日告。

また， �奉公覚悟之事j]9lには，

北絹紬の事。 紋っきたるは上へも参候

也。

としている。 北絹紬つまり唐物を着用する時は

紋を付けて， 唐物であることを外見上判断され

ないようにすることを条件に， 着用を許してい

た訳である。 唐物は， �建武式目条々j]10l建武

(1 336) 十一月七日僚に

最中付内外可レ被返ニ諸方進物一事。 上之

所レ好上之所レ好下必随レ之。 丈可レ被レ

行ニ清廉之化一。 次唐物巴下珍奇。 殊不レ

可レ有二賞翫之儀ー者也。

として， 唐物を珍重してはいけないとされてい

る。 このように唐物使用を抑制する一方で， 日

元 貿易は， 増々盛んになっていった。 その後，

義満の時代(1411年 �14 32年 )に， 一時断絶し，

永享4年 (14 32) に再び国交を回復した。 従っ

て， 先の『宗五大州紙』や『奉公覚悟之事』が

書かれた室町中期には， 唐物が多くわが閣に輸

入されていたと思われる。 が， この頃でも， 依

然唐物使用は幕府により制限されており11)

この制限されている物をあえて用いようとする

ところに， 武士の婆佐羅の精神が作用している

のではないだろうか。 山口昌男氏によれば，

r�パサラ』はまさに演劇性と犯罪性の接点に成

り立つような行為の5脅 し、jl2lとされ， 日常生活



の慎しみを侵犯する放逸の中に求められてい

る。

このような武家連の奔放な精神の表れは， 社

会的背景を持ったものと考えられ， r武家故実j

における他の服装描写にも散見される。『宗五

大州i紙�13)に，

人の衣装は。 中間各。 遠江茜は年寄もくる

しからず候。 但俗人はかのこ結たるしか

るべし。

とし， また， �語大名出仕記�14)に，

茜の小袖の事是はきっと参会の時は百T有

如何候哉心やすき方は常に着仕侯是も無

紋の類にて侯間依所着候ましき事にて

候。

とある。 訪をそのまま着用することができない

理由は， �宗五大州紙�15)に明記されている。

すなjっち，

公方様御服と申は。 織物生潔白きあや。

又は綾つむぎを。 地を色々に染御紋紫な

どに付候。 其外加賀梅染。 又しいなつむ

ぎ。 遠江茜などにて候。 下略

とされてし、るように， もともとは公方様=将軍

が着用する衣服であった。 従って俗人つまり将

軍以下の武士連は， 茜に鹿子を結んで着用した

のである。 が， しだいに， 鹿子を結ばずに着用

するようになっていった。 彼等の最高位に立つ

将軍が着用していた衣服を， なんとか手を施す

ことによって自分逮も着用しようとするその態

度は， 婆佐羅の精神が織りなす， 服装における

下魁上の表れと言えないだろうか。 伝統の墨守

の上に， 安定を築こうとした公家にくらべ， 由

定した現実を情熱的に打破しようとするこの時

代特有の武士連の精神が服装の上にも強く反映

したとみることができる。

それに反するように， 特に公儀の上では， き

びしい規定がみられる。『河村誓真開書�16)17) 

装束の事。 中略。 無紋の小袖狼籍なり。

T目告。

ゑほし上下の持。 かりそめにも無紋の小

袖不可然、候。 下略。
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としまた， �宗五大州紙�18)19)では， 同様に，

人の衣装は。 中田品。 惣じて無紋の小袖は

殿中へは着候はず候。

惣じて俗人はゑぼしなどの時。 殊に無紋

の小袖きべからず。 下関告。

としている。 殿中へ参代する時や烏帽子着用つ

まり正装の時は， 無紋はかたく禁じられていた

訳である。 下支�上の世相であっても， 否むしろ

かかる世情であるからこそ， 逆に礼節をわきま

えさせようとする姿勢がうかがえる。

自小袖についても同様の規定が設けられてい

る。『貞11演豹文書�20)に，

白き小袖のえり袖計にあいの花にて紋を

ちいさく書て着候。 是は白小袖にてはな

きの由にて着する人も候。 是もおもてむ

きへは出さる儀にて候。 私にての主主に

(侯。

また， �諸大名出仕記�21)には，

白小袖は花族にて候。 自然にはかに人中

へ着候時は。 あお花にても。 又は墨にて

も。 ちいさく紋を付候て着候。 是故貨に

て候。 但貴人御前へかやうにして着し候

なく候。 白小袖を着候時俄に人前へ

罷出候時の事也。

としている。 元来， 白小袖は装束の下に着用す

る下着であった。 それが表着化したのである

が， 紋も染もほどこされていない白小袖は， 下

着のイメージを強く想起させる。 従って， その

ような白小袖に， 下着のイメージを掻き消すべ

く小さな紋を付けたとしても， やはり自分より

も身分の高い人の前に着て出ることは， 失礼で

あるとの判断であろう。

以上のように， 古い秩序を破って， 新しい秩

序をつくり出そうとする婆佐羅に代表される下

期上の精神や， 秩序がだんだん乱れてくる世で

はあるが， 自分より高位の人に対して礼節を守

ろうと律する精神とが混請する中で表れたの

が， r武家故実jが警かれた室町中期以降の服

装であった。

それでは， 年中行事と関連して着用された衣

服はどうであったろうか。



さらに， 年中行事と関連して着用された衣服

には， それらの精神がどのように作用していた

のであろうか。

先にも述べたが， 鎌倉時代において， 武家

は， 発達の極に達していた公家の年中行事を採

り入れた。 それは， 年中行事等に参加させるこ

とによって， 武芸のみならず， 武家社会におけ

る己の役割を自覚させ， 幕府の構成員としての

連J帯感をもたせる一方， 地方武士への権威付け

として利用するためて、もあった。

しかるに， 室町時代に入札 公家が大きく没

洛する中で， 憧憶の心から公家文化を模倣受容

するのではなく， 室町幕府を構成し， 自らの地

方権力を維持する課題を担った武士達の主体的

な儀礼として整えられるようになった。 従っ

て， 年中行事と関連してどのような服装が使用

されていたのかを， I武家故実」を通して考察

すれば， 武士達が， どのような服装を主体的に

選びとったのかが把握で、きるのではないだろう

か。 その例として， �宗五大掛ljI紙�22)に，

衣装のかはり候時節の事。 中国首。 又十月

亥子には。 男女ともに紫の色の小被を用

候。 是は殿中にての事也。 但京中大器此

分に{I段。 下略。

とし， 同様の趣旨が， �河村誓真間選�23)や『奉

公覚悟之事�24)等に散見される。 十月亥子に限

らず， 年中行事の時に衣裳をあらためる 風習

は， 公家社会独自のものであった。 注意したい

のは， その風習そのものでなく， 衣服の採用の

仕方である。 十月亥子に立ち返ると， 公家社会

において当色であった紫をしいて武家社会でも

採用している。 これは， 権力の失墜した公家社

会の服装を意図的に使用し， 武家が公家にその

優位性を見せつける イ重の権力の誇示方法であ

ったとは考えられないであろうか。

この権力を誇る彼等の精神は， 衣服の着用者

の年齢と色との関係にも読みとることができ

る。 ここでは， その代表的な色「紅梅J25)を一

つの例に取り上げることにする。『伊勢備後守

点明覚悟記�26)に，

しゃうそくの事。 中略。 ぬめのこうはい
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の事。 女房衆とし廿五の五月五日迄めし

候。 又おとこは十五のとしまて被着候。

とし， �簾中奮記�27)28)では，

紅梅のたぐひは。 廿八の御としの五月五

日までめし候。 そうじて霜月の一日よ

り。 五月五日のあしたとくまで。 めし候

が本にて候。 下略。

綾を白きをめし候人は。 時々のきのもん

をめし候。 うす紅梅。 しろ紅などにそめ

られ候へば。 もんは何にてもくるしから

ず候。 サ八より後は紅梅のたぐひには。

そめてはめし候まじく候。 紫のならでは

なり(候まじく候。

としている。 また， 宮仕えの人に対しては，

『奉公覚悟之事�29)に，

装束のこと。 中 略。 又こうばいの事。 宮

づかひの女房衆は。 公武共に廿五才の五

月五日午の持まで可被着と也。 下部告。

また男に関しては， �河村誓真開審�30)に，

いしゃうの事。 中 略。 男ハ十 五歳迄着

候。 それも年よりもせいたけにより掛酌

有へし。 下回告。

とし， 同様の趣旨が， � 伊勢備後守貞明覚傍

記�31)にみられる。

また， 白色抜染や半抜染の紅梅について，

『簾中奮記�31)に，

一 紅梅のぬきしろ。 両方ひとつまぜは。 廿

八までめし候。

としている。 つまり， 努は一応元服の 14， 5齢

まで紅梅を着用できるとされるが， それも厳密

に年齢によるのではなく， むしろ外見上の問題

であった。 女は， だいたい 21齢から 28齢位で，

それ以上の年齢の人は着用してはいけないとし

ている。 これは， �泰公覚悟之事�32)に，

装束之事若き人。 年よりくすみたるは苦

しからず候。 若々しきは且は狙籍のよし

(戻。 下略。

とし， 同様に， �伊勢備後守貞明覚悟記�33)に

みられ， �河村誓真聞書�34)には，

装束の事。 若き人も。 年のほとよりくす

ミたるハよきと申候。 わかわか敷ノ、田舎



人しく候。 下略。

とされ， 実際の年齢よりもふけて見える方が良

いとされている。 これは， 経験の豊かさを印象

付け， 相手に説得力を示そうとする権威の誇示

と言えよう。

お わ り に

今回の研究の発端は， 従来少しずつまとめて

きた室町期の「武家故実」に関する諸文獄の中

から， 特に衣服についてまとめてみようという

ものであった。 論及を進めるにつれて， 少しず

つ方法論的な問題と時代認識の問題とに直面せ

ざるをえなかった。

「武家故実jを通じて当時の服制を探る方法

は， 当該f故実」が， どの有力者によって， 如

何なる事情と目的の下で書かれたのかという問

題を広く時代に照らして考える必要がある。 こ

の事は直ちに， 室町時代が， 日本史上如何なる

特質を持つ時代であったのか， その中で「武家

故実」が狙った投割は何かと L、う広汎な問題を

提示する。

そもそも， 未だ余力を残しつつ崩壊した鎌倉

幕府以降， 古代以来の天皇制最大の危機を自覚

した後醍醐天皇による専制的王権の出現， 南北

朝の動乱の中での朝廷の「聖」なる権威の大失

墜， その間の新興勢力の台頭などは， 風俗史上

も服装史上も一大変動期であった。 この事につ

いて， 綱野氏は35) ïこの時期， 悪、党たちの横

行婆裟羅な風の流行など『非人Jの衣裳の噴出

の中で， 鎌倉期まで， 公家・武家 -寺家が懸命

に維持しようとしていた服装の禁忌は， 完全に

崩れ去った。Jと述べている。

この頃の社会的勢力を考えてみると， 没葎を

深める公家社会の危機意識， 動乱の中で自治意

識に目ざめつつある「悪党Jï非人」達の奔放，

勝ち誇る守護大名らの奪{多と放逸， 貨幣経済の

浸透に伴う庶民達の中での打算の風潮， かかる

権力の多元化傾向の中で， 新たな権威による統

合に苦しむ室町幕府等の確執の図が浮びあが

る。 おそらく， 鎌倉末から室町中期に到る時期

( 54 ) 

は， その後の日本近世史全体を規定したとも言

いうる一大画期であったと言えよう。

ところで， 多くの「武家故実」は， 室町中期

以降に書かれたものである。 従って， 先行する

時代の影響を考えず， これらの文言のみで論及

することは大きな限界をもっと思われる。 具体

的な一例で言えば， ï故実」には， その性質上

禁居、の規定がもり込まれるが， この禁忌の内容

は， ï悪党Jï非人」や商工業者たちの禁忌を破

る動向との関係で出されているに相違ない。 本

文で論及した『建武式目』に言う「婆佐羅」に

しても， これを有力守護大名達の箸{多と放逸，

つまり， 小権力者の派手さ一般として把えるな

らば， 大きな誤りをおかすことになりかねな

L 、o ï婆佐羅」とは， 従来の閤定した現状を打

破しようとした「非人Jï悪党」らのエネルギ

ーに起源を持つものと推定され， これらが有力

守護の過剰な装飾性， 演劇性へと流れ出した

り， 茶・花 能などの源流となったり， ïかぶ

き者」に通じていったりする， 大きな精神的潮

流であったと考えられる。 しかも室町中期以降

は， 婆佐羅の全盛は過ぎ， こうした人々は「異

類呉形jとして差別される空気が強まっていっ

たと言われている36)。

従って， 上記『建武式 自』中の文言も， 時代

に即して読み返されるべきものであることがわ

かる。 このような反省から， ï武家故実」その

ものを時代背景との関係で読み直す作業の必要

が痛感されたわけで、ある。 今回， 第1章におい

て， やや通説的なものであったが， 室町に先行

する時代を検討したのも， 以上の観点に立つて

のことである。

今後， 絵巻物等の多様な資料の検討を通じ

て， ï武家故実Jの読み直しを進めていきたい、

と思う。

最後に， 本研究を進めるにあたり御劫言を頂

きました本学遠藤武教授， 下地一丸教授に深く

感謝致します。
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